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300束あまりの割木を各火床まで運び上げ
るのはたいへんな重労働。火床は、斜面
の高低差を補い水平を保つため、30cm～
３ｍと高さがそれぞれに異なる。

前日に設置された志納所には、朝早く
から松明や護摩木の志納に多くの人が
訪れる。志納所は、お盆の１週間前の
日曜日、15 日、16 日の３日間、設置
される。

岡本芳雄左大文字保存会会長
京都五山送り火連合会副会長

伝統の“火”を
守り伝える

　京都の夏の夜を彩る「五山送り火」。
毎年８月 16 日の午後８時より、東山に
「大文字」、松ヶ崎に「妙・法」、西賀茂
に「船形」、大北山に「左大文字」、嵯
峨に「鳥居形」と、京都市内を囲む山
の中腹に巨大な文字や形が相前後して
点火される。葵祭、祇園祭、時代祭と
並んで京都四大行事のひとつに数えら
れる伝統行事について、左大文字保存
会の岡本芳雄会長にお話をうかがった。

地域の重要な伝統行事
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年の
五山送り火は規模を縮小して行われた。「大文字」は
三本の筆画の両端および交点の火床計６カ所に一斉
点火。「妙・法」「船形」「左大文字」はそれぞれ１カ所に、
「鳥居形」は上部中央の神額を示す位置２カ所に灯さ
れた。
　「小規模にしてでも行うことができてホッとしてい
ます。お精霊さんをお迎えしておきながら、お見送り
しないわけにはいきませんから」
　インタビュー冒頭での岡本芳雄会長の言葉に、改
めて五山送り火が観光行事ではなく宗教行事である
ことに気づかされた。京都では８月に入るとそれぞ
れの家でお精霊さん（ご先祖の霊）をお迎えする行事
が行われる。16日に行われる五山送り火は、このお精
霊さんを再びお送りするという意味をもっているの
だ。
　「私が幼いころには、家々の前に、近くの川から引
いた水路が巡らされていましてね。男衆が山で送り
火を灯すのに合わせて、各家では火を灯した藁を水

時代とともに形を変えて
　夕方４時くらいまでに山での作業を終えると、いっ
たん下山し婦人部隊が準備してくれた握り飯で力を
つける。そして日が落ちるのを待って、各会員の家に
門火を灯す。
　「各家庭にお帰りになっておられたお精霊さんを菩
堤寺である法音寺へとお導きするための、道案内と
して灯します。昔は、火床に直接、送り火を点火してい
ましたが、４代前の会長のときに松明行列の仕組みに
変えました」
　法音寺では、住職の読経の後、境内にある親火台
から大松明に火を取る。大松明から各会員の手松明
へと火を移したら寺を出発。松明行列で山頂へと向
かう。山頂に到着すると、手松明の火はいったん消し
て大松明の火だけを残す。そして定刻になると再び

路に浮かべ手を合わせていました」
　庶民の行事であったため記録や文献が乏しく、い
つごろ始まったのか、なぜ「大」の文字なのかなど由
来や起源について詳しいことは分かっていないが、
五山送り火を担ってきたのは、それぞれの山の麓に
住み、農業や林業に従事しながら、地元のお寺を大
切に守ってきた人々であった。現在は、各山麓の町
の人々が保存会を結成して点火や薪の管理を継承し
ている。
　「私が聞いているところでは、左大文字の送り火は

江戸時代の中期くらいに始まったようです。戦後に
なって火床を整備してからは、線がまっすぐかどう
かに気遣う必要もなくなりましたが、それ以前は荒縄
を引っ張って篝火の位置決めをしていたので大変
だったようです」
　左大文字山は岩石が多く、地面に穴を掘って火床
をつくることが難しかったことから、以前は篝火を燃
やしていたが、昭和10年、栗石をコンクリートで固め
た火床43 基を設置。昭和38 年に10基を増設し53基
となり現在に至る。
　「保存会の活動は、この火床の修理や管理のほかに、
２～３月の４日間と５～６月の４日間、火床周辺の立
ち枯れ木や遮蔽木の伐採、下草刈り、山道の階段整
備などに当たります。そして７～８月にはいよいよ送
り火の準備、当日の各種儀式、後片付けなどで５日
間山に入るので、年間13回におよびます」
　左大文字保存会の会員数は現在、正会員68名、準
会員４名の計 72 名。地域で代々受け継がれてきた。
現在では中学３年間はいわゆる見習い期間で、準会
員として活動に参加、高校からは正会員となる。
　「火床のメンテナンスには左官の技術が必要です
し、階段整備のような土木・大工仕事もあるので、先
輩たちの作業を見ながら覚えていってもらいます。
最近の子どもたちは山作業の経験はほとんどなく、
最初はナタやカマの使い方から教えなければいけま
せん。特にヨキは一歩間違えれば自分の足を傷つけ
ることになるので、教えるほうも真剣です」
　ヨキとは「薪割り」の作業で頭上から原木に一気
に振り下ろす斧のことで、松明準備には欠かせない
道具。送り火の前日の８月15日、保管・乾燥させてあっ
た割木をヨキで小割し、金閣寺総門前に設置された
志納所まで運ぶ。左大文字の送り火では一基の火床
で５～７束の割木が必要となるので、全体では 300束
あまりの割木を準備せねばならない。

大松明から手松明に火を移し、各持ち場の火床へと
移動する。
　「左大文字の送り火の特徴のひとつが点火の仕方。
すべての火床に一斉点火するのではなくて、筆順に
点けていくのです。以前は１基ずつ点火していました
が、53 基を点け終えるのに５分ほど掛かってしまう
ので、現在は３基ずつ点火しています」
　それぞれの持ち場に移動し終え定刻になると、岡
本会長のドラの合図で筆順に点火。最終火床の「点
火完了」合図を確認し 53 基の炎がそろった頃合いを
見計らって岡本会長が再びドラを鳴らす。これを合
図に全員が火床の炎に向かって合掌礼拝。
　「以前は、点火の時間帯も保存会によってまちまち
でしたが、昭和 38 年（1963）に京都市の呼びかけで連
合会組織が立ち上げられ、点火時刻をそろえるなど
観光客の皆さんにも楽しんでいただける仕組みが
整っていきました」
　京都五山送り火連合会の発足を受け、観光資源と
しても活用できるよう五山の点火時刻を固定化。「大
文字」が 20時ちょうど、「妙・法」が 20時 10 分、「船形」
と「左大文字」が 20 時 15 分、「鳥居形」20 時 20 分
としたが、平成 26年（2014）に51年ぶりに変更。20 時
の「大文字」から 20 時 20 分の「鳥居形」まで、５分
おきに点火する現在のスタイルとなった。

　そして当日。午前中に、松明・護摩木を志納所から
火床まで移動させる。途中まではトラックや、山の斜
面に設置されたレール式のリフトを利用するが、そこ
から先は背負子で各火床まで運ぶ。そして、火床の
上に松明・護摩木を井桁に組み上げた後、雨に備え
てビニルシートをかけて、ようやく準備が完了する。
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松明行列を取り入れたことにより、「お盆にお迎えし
た精霊を再び冥府に送り帰す」という伝統行事とし
ての目的が、より具現化されストーリー化された。

法音寺の境内にある親火台には、送り火
当日の朝、読経を終えた住職から受け
取った蝋燭の火が移され、夜に大松明に
点火するまで燃やし続ける。左大文字の
送り火は、法音寺を含めた旧大北山村の
人たちによって受け継がれてきた。

ひとともりデザイン研究所
（京都市右京区音戸山、嵯峨野など）

　京都市は周辺を山に囲まれ、その豊かな文化も自然の

恵みを受けはぐくまれてきました。京都の景観文化と切っ

ても切り離せない京都三山で、森林や竹林の整備活動を

行っている特定非営利活動法人ひとともりデザイン研究

所の増永さんにお話を伺いました。

―――――豊かな森はそれを支える
人の存在あってこそ

　もともと森林生態学を専門として仕事で植生調査や森
林再生の計画づくりなどに携わっており、全国でもいろ
いろな森を見ていました。しかし、例えば 100 年後こん
な森林を目指しましょう、と素晴らしい計画をつくって

も、人の手が入らなければ森林は荒れていってしまう。
どんなに良い計画をつくったとしても、それを支える人
間がいなければ豊かな森は守れないーそんな思いから、
自分の地元に近い山の森林再生計画づくりに関わったの
を契機に、実際に森づくりを行うNPOを立ち上げました。
　この NPO では、人を繋げ、育て、地域を作っていくこ
とで、100 年後の森を守ろうと、今できることを続けて
います。

―――――地域とのかかわりで広が
る活動の輪

　一番初めに活動を始めたのは京都市内の小倉山という
ところです。そこをスタートにいろんな依頼を受け始め、
徐々に活動が広がってきました。
　今では小倉山のほか、音戸山嵯峨竹林、左大文字のあ
る大北山、上賀茂などにも活動地があります。
　特に大北山では、アカマツを再生するための森林整備
を行っています。京都の五山の送り火は全国的にも有名
ですが、それは周囲の山にアカマツが豊富にあったから

こそ生まれ受け継がれて
きたものです。これを守
るため、マツ枯れの発生
しにくい、明るく風通し
の良い林内環境を目指し、
ボランティアによる整備
活動を行っています。

―――――新しい森の恵みの活かし
方と循環を

　嵯峨野での活動では、地域のタケ

ノコを使った缶詰めづくりなどにも
広がっています。他にも、森を整備
して出た枝葉をゾウのエサとして動
物園に提供し、その糞を発酵肥料と
して減農薬でのコメ作りに活用す
る、といった地域での循環にも広げつつあります。私た
ちが目指したいのは、見た目だけの景観の美しさではな
く、稲穂やゲンゴロウやタガメといった、豊かな生物多
様性に支えられた、世界に誇れる景観保全と再生です。
　これからも、地域の資源を活用しつつ、小さな経済を
回しながら、人と森とをつなぎ、持続可能なしくみを広
げていきたいと思っています。

団体プロフィール ひとともりデザイン研究所

設　　立：2015年
活 動 地：京都市右京区音戸山、嵯峨野など
会 員 数：23名
活動概要：森林・竹林の整備、環境教育など

大松明から手松明に火を移し、各持ち場の火床へと
移動する。
　「左大文字の送り火の特徴のひとつが点火の仕方。
すべての火床に一斉点火するのではなくて、筆順に
点けていくのです。以前は１基ずつ点火していました
が、53 基を点け終えるのに５分ほど掛かってしまう
ので、現在は３基ずつ点火しています」
　それぞれの持ち場に移動し終え定刻になると、岡
本会長のドラの合図で筆順に点火。最終火床の「点
火完了」合図を確認し 53 基の炎がそろった頃合いを
見計らって岡本会長が再びドラを鳴らす。これを合
図に全員が火床の炎に向かって合掌礼拝。
　「以前は、点火の時間帯も保存会によってまちまち
でしたが、昭和 38 年（1963）に京都市の呼びかけで連
合会組織が立ち上げられ、点火時刻をそろえるなど
観光客の皆さんにも楽しんでいただける仕組みが
整っていきました」
　京都五山送り火連合会の発足を受け、観光資源と
しても活用できるよう五山の点火時刻を固定化。「大
文字」が 20時ちょうど、「妙・法」が 20時 10 分、「船形」
と「左大文字」が 20 時 15 分、「鳥居形」20 時 20 分
としたが、平成 26年（2014）に51年ぶりに変更。20 時
の「大文字」から 20 時 20 分の「鳥居形」まで、５分
おきに点火する現在のスタイルとなった。

伝統を後世に伝えるために
　「昔は会員のほとんどが農家だったので参加しても
らいやすかったんですが、今は会社勤めが多く、保
存会の活動に合わせて休みをとることが難しいよう
です。当日は休暇を認めてもらえるよう会社に依頼す
るなどして、なんとか 55人前後を確保している状況
です」
　少子化・後継者不足という課題を解決するため、
保存会は３年前に大きな決断を下した。古くからの
慣習だった世襲性の枠を広げることとしたのだ。時
代の変遷による課題は他にもある。
　「送り火に使う割木は昔からアカマツと決まってい
ますが、近年はマツクイムシの影響などでアカマツ
が激減し、左大文字山で調達することが困難になっ
てしまいました。そこで、ここ30年ほどは亀岡から仕
入れていましたが、こちらでも調達が難しくなったと
のことで、一昨年からは森林組合から購入していま
す」
　アカマツの割木は火力がとても強く、炎が勢いよく
高く上がるうえ、炎の色が橙色できれいなのが特徴
だという。クロマツの割木は炎が青白く火力も弱いた
め、送り火には向かないそうだ。
　これは京都五山送り火連合会に共通した課題で、
理事会でもたびたび議題になった。そこで京都市風
致保全課が中心となり３年前から始めたのが、アカ
マツ再生の試み。風致景観の保全のために京都市の
所有する山で、専門家の意見を交えながら雑木を伐
採し、アカマツを植樹。上手くいくようなら、将来的
には地域のアカマツで送り火に使う薪をまかなえるよ
うにしていきたいと期待を覗かせる。
　時代が移りゆくなかで、伝統を守り伝えるために
は「守る」だけではなく、新たに直面する課題に柔軟
に適応していくことが大切。岡本会長のお話をうか
がいながら、「不易流行」の理念を垣間見るような思
いがした。
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一般財団法人三洋化成社会貢献財団

株式会社マツシマホールディングス エスペック株式会社

エスペック株式会社 グンゼ株式会社

三共精機株式会社

オムロン株式会社綾部事業所

KDDI株式会社関西総支社

一般財団法人三洋化成社会貢献財団

株式会社虎屋

企業等参加の森林づくり活動報告
府内各地で地域と連携して森林保全の活動に取り組んで
おられる企業・団体の活動について、今年度行われた活
動からピックアップしてご紹介します。

一般財団法人三洋化成社会貢献財団
株式会社マツシマ
ホールディングス
エスペック株式会社
エスペック株式会社
株式会社島津製作所
グンゼ株式会社
三共精機株式会社
オムロン株式会社綾部事業所
株式会社虎屋
KDDI 株式会社関西総支社
一般財団法人三洋化成社会貢献財団

和束町

長岡京市

福知山市
福知山市
南丹市
綾部市
南丹市
綾部市
南丹市
大山崎町
和束町

（協会に送付いただいた活動報告より抜粋して掲載しています）
８月２９日（土）

８月、９月

９月１２日（土）
１０月２４日（土）

１１月  ７日（土）
１１月１４日（土）
１１月２１日（土）

１１月２８日（土）

令和２年 9月23日（水）

オンライン情報交換会開催
　新型コロナウイルス感染予防対策を踏まえた森林内で
の活動再開をテーマとして情報交換会を実施しました。
当日は、公益社団法人国土緑化推進機構 瀬戸常務より同
機構が策定した活動再開ガイドラインについてご紹介い
ただき、三洋化成工業株式会社様、エスペック株式会社様
にそれぞれ参加人数の制限やプログラム・移動手段の見直
しなど留意した点について事例発表をいただきました。
　意見交換では、社員・家族等参加者に対する説明のほか、
活動フィールドの地域への配慮やコミュニケーションの
重要性などについても話題となりました。

豊かな森を次世代へ

森の出前授業
「緑の募金」の取り組みの一環として、府内の幼稚園・保育園・小中学校を対象とする

森林環境教育に関する出前授業など実施しています。2020年度後半の事業の様子をお伝えします。

11月8日　朱い実保育園
11月 4 日、朱い実保育園の保護者会
主催で、園児と保護者家族が市民グ
ループ　フィールドソサイエティーの
指導のもと、法然院境内で自然観察
を、哲学の道ではスタンプラリーを楽
しみました。参加者からは、「身近に
美しい場所があり新鮮だった」、「良い
お天気の下、親子で自然の中、楽しい時間を過ごすことが
できた」等の感想をいただきました。

11月12日　京都市立安朱小学校
3年生の皆さん34人が、京都森林インストラクター会の
指導で、安祥寺山で自然観察会を実施しました。生徒の

皆さんは、グループごとにイン
ストラクターの解説で植物など
を観察しながら登り、お気に入
りの葉っぱを拾ってカードにし
ました。

この「森の出前授業」は、皆様からお寄せいただいた「緑の募金」を財源として実施しています。
当協会の「森の人材バンク」には、森林体験活動の指導ができる人材を登録しており、ご希望の学校にご紹
介しています。実施を希望される場合は、事務局（巻末参照）までお問い合わせください。

1月19日　葉室幼稚園
年中組の皆さん76人が、雲ヶ畑コ
モンズ・結い林業組合の指導でしい
たけの菌打ち体験をしました。寒い
中でしたが森のお話もしっかり聞い

ていただき、はじめての菌打ち体験に非常に興味を持っ
て作業に取り組まれていました。

11月23日　京都建築専門学校
将来木材を扱う仕事に携わる1年生の皆さんが、京都林・
材・建青年会議所の指導のもと、木材の生産方法を知る
ためチェーンソーの安全な使い方やヒノキの間伐を体験
しました。参加者からは「伐採
の作業の難しさがよくわかっ
た」、「間伐して明るい森になっ
て美しい眺めになるとわかっ
た」等の感想をいただきました。

1月14日・15日
　　　嵯峨幼稚園・御室幼稚園

嵯峨幼稚園の２歳から年長児の皆さん
150人、御室幼稚園の3歳から5歳児
の80人が、雲ヶ畑コモンズ・結い林業
組合の指導で、森の生きものたちのお
話のあとしいたけの菌打ち体験をしま
した。「とんかちで打つのが楽しかっ
た」、「しいたけが出てくるのが楽しみ」
といった感想をいただきました。

2月15日・22日
　　　京都市立金閣小学校

3 年生の皆さん 70 人が、
京都森林インストラク
ター会の指導で野鳥につ
いて学習しました。鳥のお
話を聞いたあと、巣箱の
表札づくりを行い、衣笠山
に巣箱を設置しました。
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